




 

宮城県におけるクレチン症マス・スクリーニングは,昭和 55 年 6 月より開始されており,

昭和 57 年 9月末までに 71,424 名のスクリーニングが実施されている。測定法はTSH の単

独測定を採用,検査施設としては BML に検査を依頼している。 

 カットオフ値としては,昭和 55 年度は TSH 値 20μU/ml 以上を陽性とすると,比較的高い

カットオフ値を採用していた為,検査数 25,358 名中再採血数 51名(0.20%)スクリーニング

陽性数 3名(O.01%)とスクリーニング陽性率が若干低すぎる傾向が認められていたが,その

後カットオフ値が 3 パーセンタイル法に改正された為,再採血数は昭和 56 年度検査数

30,203 名に対し 230名(0.76%)昭和 57年度検査数15,864名に対し 104 名(0.66%)とほぼ満

足すべき結果となっている。又,スクリーニング陽性数は昭和 56 年度 9 名(0.03%)昭和 57

年度6名(0.04%)であり,3年間で18名の患児がクレチン症スクリーニング陽性として東北

大学小児科等の施設に紹介されている。 

 18名中,TSH,T4 共に正常であった症例は11名,TSH 高値T4低値であったクレチン症が1

名,TSH 高値 T4 正常であった症例が 6名であった。6名中 1名は,その後 T4 の低下を認めて

おり,生後 50 日目よりクレチン症として治療を開始している。又残り 5名は,生後 2～6ヵ

月間の経過で血清 TSH 値の正常化をみており一過性高 TSH 血症と診断している。 


